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審判 主審 副審

東海大第四 拓南
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ (C) 5 0 1 3 2 4 ＊ (C) 7 1 2 0 3

5 ＊ 7 1 2 0 2 5 ＊ 9 1 2 2 4

6 ＊ 20 2 5 4 3 6 ＊ 23 2 8 1 2

7 ＊ 12 3 0 3 2 7 - - - - -

8 0 0 0 0 0 8 - - - - -

9 - - - - - 9 - - - - -

10 - - - - - 10 ＊ 2 0 1 0 1

11 - - - - - 11 ＊ 14 1 5 1 5

12 - - - - - 12 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 13 - - - - -

14 5 0 2 1 3 14 - - - - -

15 ＊ 10 1 3 1 1 15 - - - - -

16 - - - - - 16 - - - - -

17 - - - - - 17 - - - - -

18 - - - - - 18 - - - - -

59 7 13 12 13 55 5 18 4 15

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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期 日
試合区分 １日目 予選リーグB

会 場 広島県立総合体育館
2010年（平成22年)8月23日(月) 10:50

　　両チームともマンツーマンDefでスタート。東海大四が＃７の３Pで先制。東海大四は＃４、＃７を中心にドライブか
らアウトサイドへパスを展開し、３Pを狙うがなかなか決まらず。それに対し拓南は、スクリーンプレイから＃１１、ポスト
プレイから＃６が確実に得点を決め、１Qは１１－２１で拓南がリードして終える。２Qの最初、東海大四はDefでプレッ
シャーをかけターンオーバーを誘い、速攻で得点を重ねる。４分を過ぎたところで、１９－２５と６点差に詰め寄る。しか
し拓南は落ち着きを取り戻し、＃６を中心に確実に得点を重ね、２１－３１で前半を終える。
　３Q、東海大四はオールコートマンツーマンDefを仕掛ける。拓南のターンオーバーを誘い、速攻からリズムをつか
む。前半なかなか決まらなかった３Pも入りだし、３９－３９と同点で３Qを終える。４Qは、東海大四がDefを１－１－３
へ変化させる。拓南はゾーンに対し冷静に対応し、＃６、＃５が３Pを決める。残り４分３０秒、東海大四はタイムアウト
を取り、Defをハーフコートマンツーマンに戻す。Defからリズムを取り戻した東海大四は、＃６が難しいドライブシュー
トを２本連続で決める。拓南は、残り１分４７秒でタイムアウト。ファウルゲームを仕掛け、＃６の連続シュートで残り１
３．８秒の時点で３点差まで追いつく。しかし、東海大四の各選手がフリースローを落ち着いて決め、５９－５５で東海
大四が接戦を制した。
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